
ハンディキャップ体験学習 
１. 体験内容 

 

 

２.その他 

 ○高齢者疑似体験・車いす体験に関しては、学習前に用具を取りに来ていただく必要があ

ります。 

 ○小学生の高齢者疑似体験は、用具のサイズが合わず装着ができないため実施できません。 

 ○中学校・高校生は学校の体操服・ジャージで体験を行ってください。 

 ○車いす体験・アイマスク体験はスリッパでの体験はできません。必ずシューズを準備し

てください。 

 ○体験学習時の写真を撮らせていただきます。都合の悪い場合は事前にお知らせください。 
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 目 的 小学校 中学校から 

高齢者疑似体験 

高齢者の身体機能の変化を言葉だけではな

く、装具を装着し体験をすることにより、高

齢者の取り巻く環境を心身ともに理解 

をする。 

× 〇 

アイマスク体験 

アイマスクをつけ教室や廊下を活用し階段の

昇降等を行うことで、視覚障がいのある方が

普段どのように歩いているか学ぶ。 

また、ガイドの方法等を学習する。 

〇 

(3 年生以上) 
〇 

車いす体験 

段差や坂道等での走行や車いすの操作の方法

を学習する｡ 

 

〇 

(5 年生以上) 
〇 

手話体験 

当事者の紹介を交えながら簡単な手話を学習

する。 

 
〇 〇 

福祉講話 

実体験をもとにした、福祉に関する講話を聞

くことで「障がいのある人」と「障がいのな

い人」の垣根のない社会を考える。 
〇 〇 

延岡市社協ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ 

「ココロン」 


